
     

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

一幸建設安全大会 2025 ～無事故無災害への決意～ 

「木と共に、涼しく暮らす ～安全・快適・エコな住まい～」 
木は、調湿機能や断熱性能に優れ、夏は涼しく冬は暖かい環境をつく

り出します。木肌の柔らかさや温かみは、冷房や暖房だけに頼らない

快適な暮らしを実現し、エネルギー消費を抑え、再資源化が可能な 

木材資源を活かす事でカーボンニュートラルに貢献します。 

※詳しくは同封のチラシをごらんください。 

料金後納 

ゆうメール 

IKKONEWS 2025.7 月号 №94 

地元密着東三河での不動産と建築のことなら小さなことでもお気軽にご相談下さい！ 

※ニュースレターがご不要な場合はお手数ですが 0532-46-9336 まで 

〒441-8071 豊橋市大山町字西大山 52 番地 https://ikko-group.jp/ 

令和 7 年度一幸建設協力会 安全大会を開催致しました。会員
71 名と社員合わせて 100 名が参加し、建設現場における「安
全・環境・衛生の確保」を誓い合いました。近年、観測史上もっ

とも暑い夏を毎年更新していますが。先月、施行された『職場の
熱中症対策強化』は、現場で働くすべての人の命を守るために、
私たち事業者が必ず取り組まなければならない重要な義務です。 

～地球温暖化時代の住まいづくりと新展示場オープンのお知らせ～ 

2025 年 6 月 1 日施行 職場の熱中症対策義務化 
今年 6 月より「労働安全衛生規則等の一部改正」が施行され、建設業を含む全事業者に対して  

熱中症予防対策が義務化 されました。改正のポイントは以下の 3 つ。 

1. 体制整備：熱中症患者発生時の緊急連絡先や担当者を事前に決定。 

2. 手順作成：作業中断、身体冷却、救急搬送などの重症化防止マニュアルを策定。 

3. 周知徹底：現場の熱中症予防策（WBGT 測定・こまめな水分・塩分補給・休憩）を従業員全員に周知。 

労働災害は人災です。しかし、誰一人として当事者になること
を望む人はいません。人間は機械ではないため、必ずミスが生じ
ます。その前提を踏まえ、危険予知を徹底し、現場に関わる全員
が当事者意識を持ってヒューマンエラーを防ぐために、互いに助
け合って、協力して安全な職場環境を築くことを目指します。 

・高断熱・高気密の快適エコ空間 
・木と最新技術を融合した高性能木造住宅 
・エネルギー効率を高める ZEH 住宅設計 


